
学 部 散 捨 会 譲 事 要 旨 

日 時 _ 平 成 ② ① 年 ① 月 ② ② 日 ( 木 ) ① ⑤ 時 ④ ⑦ 分 ー① ⑥ 時 ④ 分 

` 覧 所 _ ユ メ ン ヌ ホ ー ル 
田 席 者 _ 学 部 長 他 ⑥ ① 名 

欠 岸 者 ⑦ 名 

叢 事 

( 協 議 事 項 ) 

① . 大 阪 大 学 学 部 学 則 の 一 部 改 正 ( 案 ) に つ い て 

資 料 ① に 基 づ き 、 改 正 の 趣 旨 説 明 が あ り 、 審 議 の 結 果 、 こ れ を 承 認 し た 。 

② . 大 阪 大 学 人 間 科 抵 部 規 程 の 一 部 改 正 ( 案) に つ い て 

資 料 ② に 基 づ き 、 主 な 改 正 点 に つ い て 説 明 が あ り 、 審 議 の 結 果 、 こ れ を 承 認 し た 。 

3. 平成2 0 年 度 大 学 卒 業 論 文 の 審 査 委 員 に つ い て 

資 料 ③ に 基 づ き 説 明 が あ り 、 宮 議 の 篆 果 、 こ れ を 承 禄 し た 。 

4. 平 成 ② ① 年 度 私 費 外 国 人 留 学 生 ( 学 部 学 生 ・ 研 究 生 ) 入 学 試 験 の 実 施 に つ い て 

前 年 度 か ら の 主 な 変 更 点 に つ い て 説 明 が あ り 、 審 警 の 結 果 、 資 料 ④ の と お り 実 施 す る こ 

と を 承 認 し た 。 ヽ 

⑤ . 学 生 の 異 動 に つ い て 

賊 料 ⑤ に 基 づ き 説 明 が あ り 、 審 謙 の 結 果 、 畷 学 ③ 名 を 承 認 し た 。 

6. OUSSEP 留 抵 生 (②00⑧ へ ⑳0⑨) の 受 入 に つ い て 

資 料 ⑥ に 基 づ き 誕 明 が あ り 、 宮 議 の 結 果 、 ③ 名 の 受 入 を 承 謗 し た 。 

⑦ . 特 刈 聴 謝 学 生 の 受 入 に つ い て 

資 料 ⑦ に 基 づ き 説 明 が あ り 、 審 議 の 結 果 、① ⑨ 名 の 受 入 を 承 認 し た 。 

8. 部 局 分 敵 短 期 留 学 生 ( 特 別 聯 講 学 生 ) の 受 入 期 間 変 更 に つ い て 

資 料 ⑧ に 基 づ き 説 明 が あ り 、 宮 議 の 結 果 、 こ れ を 承 認 し た 。 

⑨ . 平 成 ② ④ 年 度 大 学 入 訳 セ ン タ ー 誠 験 の 受 験 を 要 す る 教 科 ・ 科 目 に つ い て 

資 料 ⑨ の と お り 受 験 科 目 が 変 更 に な る 旨 説 明 が あ り 、 審 議 の 結 果 、 こ れ を 承 認 し た 。 

以 上


